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2月 定 例 会 (1)

令和 3年 2月 18日 (木) 13時 30分

県庁行政棟「教育委員会室」催

　

開 △
衣

2 前回議事録の承認

3 教育長報告

4議  題  ,

○第 19号議案         ,
長崎県立高等学校の通学区域に関する規則の一部改正について

○第 20号議案    イ
長崎県文化財保存活用大綱 (案)について

○第 21号議案
文化財の県指定について

5報  告

(1)「令和 3年度長崎県教職員研修計画」の策定について

(2)「ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業」の実施状況について

(3)「長崎県授業改善メツッド」の作成にういて

(4)令和 3年度栄養教諭選考試験の結果について

(5)令和 3年 3月公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について

(6)令和 3年度県立中学校入学者選抜の実施状況等について

(7)令和 3年度県立学校校長・副校長・教頭選考試験の結果について

(高校教育課)

(学芸文化課 )

(学芸文化課)

(教育センター)

(義務教育課)

(義務教育課)

(義務教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(高校教育課)



第 19号議案

(高校教育課)

長崎県立高等学校の通学区域に関する規則の一部改正について

(提案理由)

平成 31年度に県立姑馬高等学校に国際文化交流科を設置したことに伴い、長崎県

立高等学校の通学区域に関する規則 (昭和 31年長崎県教育委員会規則第 1号)の一

部を改正しようとするものである。

(内 容)
別紙規則案のとおり

平成 31年度に県立対馬高等学校に国際文化交流科を設置したことに伴い、令和 3

年 3月 をもつて同校普通科国際文化交流コ
エスが廃止となるため、所要の改正を行う

こと。 (第 3条第 3号関係 )

施行 日 :令和 3年 4月 1日

(最終改正年月自 平成 29年 5月 30日 )
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別 紙

(規則案 )

長崎県望百等学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則               .

長崎県車高等学校の通学区域に関する規貝lJ(昭和31年長崎県教育委員会規則第1号)の■部を次のように改工する。

第3条第3号中「(対馬高等学校国際文化交流コース」を削除する。 1    :      |

附 則

この規則は、今和3年 4月 1日から施行すると

ｌ
時
‥



別 紙

長崎県立 の 旧対照表

ｌ
ω
ｌ

改   正   前
第 3条 高等学校の次の各号に掲げる課程、学科及びコ∵スの学区は、県全
域とする。
(1)略          I
(2)‖各
(3)全日制の課程における普通科のうち五島高等学校スポーツコース、奄
岐高等学校東アジア歴史・中国語コース(対馬高等学校国際文化交流コ
ース、五島南高等学校夢 トライコエス及び奈留高等学校

改   正   後
3 コマ ス の 区は、

域とする。
(1)

(2)

略
略
全日制の課程における普通科のうち五島高等学校スポーツ白―ス、壱

岐高等学校東アジア歴史 :中国語コエス、工島南高等学校夢 トライコ
ース及び奈留高等学校

(3)



赤考資料

長崎県立高等学校の通学区域に関する規則 (抄)

(昭和 31年 1月 17日教育委員会規則第 1号 )
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第 20号議案

(学芸文化課)

長崎県文化財保存活用大綱 (案)について

(提案理由)

過疎化 。少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であ

り、未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで、その継

承に取り組むことが求められているδこのため、地域における文化財の計画的な保存
。

活用の促進や、地方文化財保護行政の推進力の強化を図ることを目的として、文化財

保護法力ヽ改正され、「都道府県の教育委員会は、当該都道府県の区域における文化財の

保存及び活用に関する総合的な施策の大綱を定めることができる」こ迭となつた。

文化財保護法第183条の2に基づき、長崎県文化財録存活用大綱 (別冊のとおり)
を策定しようとするものである。

(内 容)
1 内容構成
(1)大綱の目的
(2)長崎県の概要
.(3)保
存・活用の基本方針  i

(4)保存・活用のために講ずる措置
(5)市町への支援方針     

―

(6)防災 。防犯、火災発生時の対応
(7)保存・活用の推進体制
(8)付属資料

今後のスケジユール

2月 定例教育員会で議決後、県内市町への周知徹底を行う。

市町は、県が策定した大綱を勘案して、市町における文化財保存
。活用に関する

基本的なアクションプランとなる「文化財保存活用地域計画」を今後作成していく

こととなる。

〔参考〕第183条の2 都道府県の教育委員会は、当該都道府県の区域における文化財の

保存及び活用に関する総合的な施策の大綱 (4項及び次条1とおいて「文化財保存活用大綱」

という。)を定めることができる。

2 都道府県の教育委員会は、文化財保存活用大綱を定め、又は変更したときは、遅滞なく、
これを公表するよう努めるとともに、文化庁長官及び関係市町村に送付しなければならな

2

″
｀
。
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第 21号議案

( 学芸文化課 )

文化財の県指定について

(提案理由)

長崎県文化財保護条例の規定に基づき、4件の文化財を新たに県指定 (無形文化財

に関しては保持者認定まで)しようとするものである。

(内
―
容)

1 県指定する有形文化財 (美術工芸品)

「天祐寺の乗篭ご普箸経室橡」(諫卓市)
所有者 宗教法人 天祐寺

2 県指定する史跡

「越留造協」(対馬帝)

所在地 姑馬市上県町越高 33番地 他

3 県指定する無形文化財及び認定する保持者

|三川内焼 糸田二技褥」 (佐世保市) 保 持 者  中里 一郎

4 県指定する無形文化財及び認定する保持者

「全狩艦擁・結上蓑褥」(佐世保市) 探 持 者  琴審 材
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【指定理由】

1 有形隻化財(美術土芸∴)「美鴇等の釆蓬J者警程巫稼」

本像は、もと四面宮 (現 ,諫早神社)に安置されていたもので、明治初年の神仏

分離に際して、諫早家菩提寺の天祐寺へ移されたものである。四面神とは肥前国を

代表する霊山の一つである雲仙岳の神であり、その信仰は雲仙岳の山麓各地に広が

りをみせていた。

像高は78: 8cm。 右手の持物は失われており、左手は膝辺りに置く。右足を

立てて座るという初期神像以来の女神の典型を継承している。結い上げた 警 や手

首の腕輪などは華やかで、吉祥天や弁財天など仏教における女神を中心とした様々

な尊像の要素を取り込んでいる。

仏像内部に書かれた文字情報から、江戸時代中期の宝永 2年 (1705)イこ制作さ

れたことが分かる。作者については不明であるが、江戸時代に京都で活躍していた

有力な仏師であると考えられる。  '

本像は、江戸時代の尊像の基準作であり優作であるにとどまらず、島原半島を中

心に広がりをみせていた長崎固有の四面神信仰を背景にする点で大きな意義をもつ

た作例でありヽ 条例第 4条第 1項に基づき県有形文化員すに指定するものである。
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2  史 跡「越智造蘇」

本件は、対馬市北西部に位置し、海岸部から細い谷部にかけて立地する、縄文時代

早期～前期 (今から約 7,100年前から 6,400年前)の遺跡である。尾根を挟んで約

60m離れた 2地点からなり、南からA地点、B地点と呼称する。

最大の特徴は、面地点で出土する土器の大半が、朝鮮半島新石器時代早期の隆起文

土器で占められる,点にある。また、A地ッ点の海岸部では、約 14四方の方形の石組み

炉が見つかっているが(類例は同時期の日本国内にはなく、韓国釜山市の東三V同遺跡

や凡方貝塚で確認されており、新石器時代に朝鮮半島から渡来した人々が居住した遺

跡であることが分かる。

一方、土器に使われた粘土に対馬産のものが含まれることや、石器に使われた黒曜

石の産地が、西北九州産のみで構成されることから、これらの材料については、九州

の縄文人との交流の中で入手していたと推測できる。

このように、越高遺跡は、縄文時代早期～前期に朝鮮半島から渡来した人々が、九

州の縄文人と交流しながら物資を入手し、生活することで形成された遺跡と考えるこ

とができ、縄文時代の日韓交流の在りようを示す遺跡として高く評価できることから、

条例第 34条第 1項の規定に基づき県史跡に指定するものである。

4
1｀

・
駐
一一工
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3 無形文化財  「三川内焼 細ェ技術」  保持者  中里 壁負「

三川内焼 糸田正技術の技術録持者である 中里一郎 氏は、佐世保市三川内町在住で、

平戸洸祥
~団
右工門窯 17代目として三川内地区で継承されている伝統的な細工技術

の中で、平戸菊花飾細工などの高度な技術継承者である。幼少より父親等の指導を受

け、この技能を習熟することに長年にわたり研鑽を重ね、現在もなお、伝統技術の習

得・保存・継承に努めているところであり、三川内焼の細工技術の技術保持者として

長崎県指定無形文化財にふさわしいことから、条例第 23条第 1項及び第 2項に基づ

き県無形文化財に指定し、保持者認定するものである。
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41無形文花崩 「≧阿携幌紺工我褥」 '保持者  琴籍 瞥
全狩1鴨焼 結上妻褥あ技術保持者である今村 均 氏は、佐世保市

=川
内町在住で、

嘉久房窯14代自として三川内地区で継承されている伝統的な細工技術の中で、舌出

し二番曳人形や透彫り竜細工などの高度な技術継承者である。幼少より父親等の指導

を受け、この技能を習熟することに長年にわたり研鑽を重ね、現在もなお、伝統技術

の習得
j保
存・継承に努めているところであり、三川内焼の細工技術の技術保持者と

して長崎県指定無形文化財にふさわしいことから、条例第23条第 1項及び第2項に

基づき県無形文化財に指定し、保持者認定するものである。 :
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(参 考)長崎県文化財探護条例 (抄 )
第4条 教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財 (法第27条第 1項の規定
´により重要文化財に指定されたものを除く。以下同じb)の うち県にとつて重要

なものを県指定有形文化財に指定することができる。

2 前項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、指
定しようとする有形文化財の所有者及び権原に基づく占有者の同意を得なけれ

ばならない。ただし所有者xは権原に基づく占有者が判明しない場合は、この限

りでない。                        1
3 第1項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、
長崎県文化財保護審議会 (以下「文化野保護審議会」という。、)に諮問しなければ

ならない。

第23条 教育委員会は、県の区域内に存する無形文化財 (法第71条第 1項の規定に
より重要無形文化財に指定されたものを除くち以下同じと)の うち県にとつて重

要なものを県指定無形文化財に指定することができる。

2 教育委員会は、前項の規定による指定をするに当たつては、当該県指定無形文
化財の保持者文は保持団体 (無形文化財を保持する者が主たる構成員となつてい

る団体で代表者の定めのあるものをいう。以下同じ。)を認定しなければならな

セ｀。

3 第 1項の規定による指定及び前項の規定による認定をしようとするときは、教
育委員会は、あらかじめ、文化貝オ保護審議会に諮問しなければならない。

第34条 教育委員会は、県の区域内に存する記念物 (法第109条第 1項の規定によ
り史跡、名勝、又は天然記念物に指定されたものを除く。)の うち県にとつて重

要なものを県指定史跡、県指定名勝又は県指定天然記念物 (以下「県指定史跡名

勝天然記念物」と総称する。)に指定することができるも

2 前項の規定による指定には、第4条第 2項から第 6項までの規定を準用する。
この場合において、県指定史跡名勝天然記念物の指定書を交付すべき相手が多数

で個別に交付し難い事情があるときは、教育委員会は、当該指定書を第39条で準

用する第 7条第 2項の規定により濃任した管理責任者 (以下この章において「県

指定記念物の管理責任者」という。)に交付することができる。′
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件  名 令和 3年度長崎県教職員研修計画の策定について

概  要 1.趣旨及び経過

!「長崎県 教員等の資質向上指標」を踏まえ、「令和 3年度長崎県教員
研修計画を策定した。     i

・令和 2年 11月 27日  「ワーキンググループ会議」の開催   .
・令和 3年  1月  7日  「教職員研修計画策定委員会」の開催

2.令和 3年度の重点項目

(1)新学習指導要領並びにGIGA必 クール構想への対応 i

令和 2年度の小学校から順次全面実施となる新学習指導要の趣旨を

踏まえ、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善や読解力

等の学習の基盤となる資質能力の育成に取り組む研修を実施すると

また、cIGAスクール構想による、生徒 1人 1台端末 。高速通信環境

を生かした指導の充実に対応した研修を実施するЬ

(2)オンラインを活用した研修の充実 i

教職員の負担軽減及び子どもと向き合う時間確保、新型コロナウオ

ルス感染症対策を目的に、従来の集合研修にオンライン研修 (講義動

画の配信やёラマエング)を組み合わせることで、集合研修の日程等

を短縮したり、教職員が自校にいながら学ぶ機会を確保したりできる

ようにした。       |

(3)指標を踏まえた研修内容の焦点化

教職員のキャリアステージに応じた研修を効果的に行うため、「長

崎県教員等の資質向上指標」を踏まえ、研修計画作成の段階で研修内

容の焦点化を行つた。

3.今後の対応 ―

2月 下旬までに、研修会場及び日程の確定

3月 上旬、各市町教育委員会並びに各県立学校へ通知

報 告 事 項 (1)
教育センター
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件  名 「ふるさとを活性化するキャリア教育充実事業」の実施状況について

概  要 1.目的

中学校において、生徒が地元企業等の協力を得ながら仮想会社設立等に

取り組む職業体験学習を実施・検証し、ボ県の将来を担おうとする実践力
を育む学習プログラムを構築 。展開する。

2.内容                   `

(1)研究指定校 (8地区8校 )

①長崎   長崎市立野母崎中学校

②佐世保  佐世保市立世知原中学校

③県北   松浦市立調川中学校

④県央   東彼杵町立東彼杵中学校

⑤県南   長与町立高田中学校

⑥島原   雲仙市立小浜中学校

⑦壱岐対馬 対馬市立大船越中学校

③工島   工島市立福江中学校

(2)期間

令和元年度から2年間

(3)具体的な取組の内容

①長崎市立野母崎中学校
Fのもんアジ」を使つた「のもざきハトシ」を商品とし出店予定だつた

「 「伊勢エビまつり」が、新型コロナウイルスの影響で中止になつたため、
地元をアピールするTシャンをデザインして販売した。

②佐世保市立世知原中学校
模擬会社を設立しく株主を募って資金を集めた。資金を使つて世知原

を紹介するク
'ア
タァイァレやカレンダーを作成し、「世知原おくんち」

で販売を行らた。

報 告 事 項 (2)
義務教育課
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③松浦市立調川中学校
松浦市の給食メニュエとしてなじみのある焼きゾバをヒントに、商品
「つきゾバ」を考案した。地元の新たな名物に育てるため、地元企業や

関係機関と協議を行つた。

④東彼杵町立東彼杵中学校            .
地元商工会議所の協力により町内の多くの事業所で実習したことで、

会社経営の理念や職業人としての心得を学んだ。教わらたことを会社経

営に生かした。

⑤ 長与町立高田中学校

生徒が株式会社「高献」を設立し、地元の方に教わりながら梅干「う

めえ梅」を生産した。商品の販売利益の使い方を11月 の株主総会で提
案し、公園にベンチを設置することの承認が得られた。

⑥ 雲仙市立小浜中学校
地元の特産品や名物を用いてふるさとをアピールしようとヽ 1年生が

新たな商品を構想し,2・ 3年生の先輩や地元の人に対してプレゼンを
行い、実際に販売する商品を決定した。

⑦ 対馬市立大船越中学校
ふるさとの豊かな海を守るために、磯焼けの原因魚として駆除してい

た魚、イスズミをメンチカツにして販売した。結果として、紺馬の環境
保全にもつながる取組となった。

③ 五島市立福江中学校
工島うどんをベトナム風にアレンジした「エフォーうどん」を開発し

た。また、商店街を明るい雰囲気にするためのシャンタとペイントなど、

多様な方法で地域活性化に取り組んだЬ

3.研究成果の普及

研究成果の普及を図るために、各研究校の取組をVcb動画配信と

令和 3年 2月 1日 (月 )～ 3月 31日 (水 )

(UR L https://yttutu.be/Uz9APRIfFBA)
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報  :告  事  項 (3)

件  名 「長崎県授業改善メソッド」の作成について

概  要 1 目的
「学力向上のための 3つの提案」「長崎県読解

ヨζそ言蜃冤量gtti争彙膏倉雪亘為言量寛嵩と
ン
業
校

ラ
授
学

ｏ

プ
県
各
る

成
崎

すヽ

育
長
り
資

力
Ｆ
よ
に

」を踏ま
改善メゾ
における

2 事業概要
「21世紀型学力向上推進緊急プロジエクト (令和元年度～ 3年度)」
〇読解力を育成するモデ″地区 (2地区)を委託 (令和元年度～ 2年度)
iモデル地区 (実施校)・ :・佐世保市 (大野小、大野中)

時津町 (時津小、時津北小、時津東小、

鳴鼓小、時津中、鳴北中)
。指定校の児童及び教員がRSTを受検し、結果の分析により読解
力育成の課題を確認。
。読解力育成の課題を踏まえた教育実践

〇「長崎県読解力育成プラン」の作成 (令和元年度)

・県教育委員会は、モデル地区の実践をむとに、読解力育成プラン

を作成。

○「長崎県授業改善メンッド」の作成 (令和 2年度)
。年度内にリークレントの形式で県内すべての小。中学校及び義務

教育学校の教員に配布。
・来年度、本メゾンドを用いた授業改善研修会を実施予定。

3 別添資料
(1)学力向上のための3つの提案 (平成 29年 4月 )
(2)長崎県読解力育成プラン (令和2年 3月 )
(3).21世紀型学力向上推進緊急プロジェクト事業
時津町毅育委員会発表会資料 (令和 3年 1月 )

(4)長崎県授業改善メノンド (令和 3年 3月 予定)
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件 名 令和 3年度栄養教諭選考試験の結果について

概 要 令和 3年度に長崎県公立学校栄養教諭として任用するために、任用替え
の選考試験を令和 2年 12月 2,5日 (金)に長崎県庁で実施した。

1 試験内容
小論文及び面接 (模擬講話及び個人面接)
‐※校長から提出された受験者の評価表を別途審査

2 受 者及び任用者数等

3 合格通知及び配置             .
令和 3年 2月末までに合格通知を行い、令和 3年度定期人事異動にあ
わせて発令する。

<参考>
O 職務内容
従来の学校給食管理業務に加えて、勤務校及びその近隣校において、
児童生徒の食に関する指導を職務とする。

【栄養教諭の主な職務】      ィ
(1)学校給食の管理 (栄養管理及び衛生管理)
12)授業及び給食時間等における食に関する指導       |
∩ 肥満傾向等の児童生徒に対するカウンヤリング (個別指導)
惚)家庭や地域社会入の啓発活動推進等

O 出願資格
(司 長崎県公立小中学校及び義務教育学校の学校栄養職員、県立特別支
援学校の栄養士

修)教育職員免許法に定める栄養教諭 (下種又は二種)免許状所有者、
又は令和 3年 3月 31日 までに取得見込みの者
傷)上記 (1)の職を3年以上経験しているもの (令和3年 3月 31日 現在 )

出願資格該当者数

(R2.4.1現在)
志願者数 受験者数 任用者数

小中学校

義務教育学校
4 1 1

特別支援学校 1 0 0 0

計 5 1 1 1

報 告 事 項 (4)
義 務 教 育 課

-16‐



報 告 事 項 (5)

高 校 教 育 課

件 名
令和3年 3月公立高等学校卒業予定者の就職内定状況について

〔1月末現在 全日制・定時制 高校教育課調査〕

概 要 1 就職内定状況  (各 1月

※県内求人数は、長崎労働局 11月 末データ

○今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で就職試験開始日が例年より

lヶ月遅れている。 (例年 9月 16日→本年度 10月 16日 )
O全体の就職内定率は、95,2%で 、前年比 1.8ポイント低下している。
O県内割合は、67.2%で 、前年比 31 9ポイント増加している。
①未内定者数は、116人で、前年比 38人増加している。
○なお、未内定者のうち、公務員志願者は45人。

2今年度の主な取組
i長崎労働局や産業労働部若者定着課と連携し以下を実施。

①「高校生のためのふるさと長崎就職応援事業」

就職者が多い高校にキャリアサポエ トスタンフを配置し、生徒や保護者

に対して県内企業の魅力と情報を提供するとともに、学校内での企業説明

会、インターンシップの支援等を実施することで、県内企業への就職等を

支援。

O県内高卒求人確朱キャンペーン 5月 14日 (木 )
新規高卒者の県内就職を促進するため、ハロ●ワークヘの早期求人申込の

要請。

①早期応募前職場見学

これまでよりもlヶ 月前倒しして0月 から実施 (県内企業 141社を見
学。11校 303名 が参力日)。 生徒が比較検討したい複数の企業を見学する
期間を確保することで、県内企業への就職支援と早期離職防止の一助とす

る。

前年比増減平成31年 3月 卒 令和 2年 3月 卒 令和 3年 3月 卒項  目

96. 1 95.6 94. 6 -1. 0県  内 (%)
96. 4 -3.3県  外 (%) 97. 5 99. 7

96. 6 97.0 95。 2 -1.8全  体 (%)

63. 3 67.2 +3.9県内割合 (%) 591 3

40, 7 36. 7 32.8 -3. 9県外割合 (%)

5 017 5, 060 4,022 -1, 0.38県内求人数 (人 )

未内定者数 (人 )

(う ち公務員 )

93
(42)

78
(42)

116
(45)
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O合同企業面談会        |
県内への早期就職決定を促進するため、求人企業と県内就職希望者が一

堂に会する面談会を実施。

長崎会場   11月  9日 (月 )
佐世朱会場  11月 11日 (水 )

○若者定着課から各校にNなび登録企業の未充足情報を提供
第 1回  159社 309人分 を提供 (R2.10.28)
第 2回  167社 270人分 を提供 (R2112.7)
第 3回 187社 309人分 を提供 (R3,1..25)

3 参考 就職者希望者が多い専門高校 (工、農、商各 1校)の就職内定状況
(1)A工業高校 (単位 :人 )

令和 2年 3月 卒
R2.3末

令和 3年 3月 卒
R3.1現在

増減

卒業 (予定)者数 314 307 -7(-2.2%)
求人数 県内 443 441 -2(-0.5%)

県外 1 775 1, 636 -139(-7.8%)
就職

希望者

県内 155 186 -19(-12.3%)

県外 109 98 -1 1  (-10。 1°/0)

就職

内定者

県内 154 136 -18 (-11.70/。
)

県外 110 96 T14 (-1217°/。 )

(2)B農業高校
令和 2年 3月 卒
iR2.3末

令和 3年 3月 卒
R3。 1現在

増減

卒業 (予定)者数 274 266 -8 (-2.90/0)

求人数 県内 643 591 -52 (-8.10/0)

県外 1 51 6 943 -5 7 3 (T37.80/0)

就職

希望者

県内 100 110 10(10.0%)
県外 53 35 i18(下34.0%)

就職

内定者

県内 106 100 -6(-5.7%)

県外 46 35 -1 1 (-23,90/0)

(3)C商

( )内は R2.3か らの減少率
※商業高校はヽ学科改編により卒業 (予定)者数が減少。

※就職希望者数は各年 11月 末の数値

令和 2年 3月 卒
R2.3末

令和 3年 3月 卒
R3.1現在

増減

190 -48 (二20.2°/0)卒業 (予定)者数 238

県内 354 258 -96 (-27.1%)求人数

県外 1,096 979 -117 ←10.7%)
県内 72 74 2( 2.8%)就職

希望者 県外 25 15 -10 ←40,0%)
県内 75 71 -4(-513%)就職

内定者 界外 22 14 工8(-36.4%)
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報 告 事 項 (6)
高 校 教 育 課

件  名 令和 3年度長崎県立中学校入学者選抜の実施状況等について

概  要 1 検査の期 日及び方法

令和 3年 1月 16日 (土) 適性検査、作文及び面接

2 各県立中学校入学者選抜検査の実施状況

3 検査後の日程

中学校

区 分
長崎東中学校 佐世保北中学校 謙早高等学校附属中学校

定   員 120名 120名 120名

志 願 者 数 328名 288名 289名

志 願 倍 率 2:7倍 2.4倍 2.4倍

欠 席 者 数 5 名 16 名 6 名i

受 検 者 数 323名 272名 283名

受 検 倍 率 2.7倍 2.3倍 2.4倍

期 日。期 間 事 項

1月 20日 (水 )ま で
入学予定者の発表

(入学予定者通知文・選抜結果通知書の発送による)

1月 20日 (水)～
1月 26日 (火)正午

入学意思確認書の受付

1月 26日 (火)15時～
3月 31日 (水 )

欠員補充による入学予定者の意思確認
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件  名 令和 3年度県立学校校長 日副検長及び教頭選考試験の結果について

概  要 1 日程等
①校長・副校長

方 法
期 日

面接

令不日2年 12月 15日 (火 )

1      1 8日  (金 )

・ 1 7日  (木 )

, 22日  (,大t)

②教 頭

方

期

法 面接

令不日2年 12月 21日  (月 )・ 22日 (火 )

23日 (水 )

日

2 選考結果

( )は 女性で内数
3 過去の状況 (令和 2年度 )

( )は女性で内数
4 結果通知
所属長・本人あて 令 和 3年 2月 19日 (金 )

5 今後の日程        !
合格者については管理職候補者名簿に登載し、任用はこの中から行う。

配置校については3月 の内示の際に通知する。

区   分 校長・副校長 教  :頭

受 験 者 3 3 (2) 62(10)

1次合格者 29(2) 49(7)
最終合格者 1 7 (2) 20 (5)

最 終 倍 率 1,9倍 3!1倍

区   分 校長・副校長 教  頭

受 験 者 45(2) 63 (8)

1次合格者 36 (2) 45 (7)

最終合格者 2()(1) 10(3)

最終倍率 2,3倍 6,3倍

報  告  事  項  (7)
高 校 教 育 課
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